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【翻訳】フィニアス・フレッチャー
『紅の島~ (第一歌)
実村 文訳
英国の詩人フィニアス・フレッチャー PhineasFletcher (1582-1650)の物語
詩「紅の島.1(The Purple Island， 1633)は全 12歌から成る。ここに訳出するの
はその第一歌である。テクストは以下に依った。 ThePurple Island， or the Isle 
01 Man. Daniel Gustav Anderson ed. the University of Oregon， 2003. (A 
reproduction of the 1633 publication of The Purple Island， with the Piscatory 
Eclogues and Poeticall Miscellenie.) 
あたたかな太陽は黄金の牡牛座を追いぬき，
早くも双子の宿に入って遊ぶ。
あまたの花をふりまき，あらたに世界を塗りはじめ，
9$びていく日の全容をあきらかにする。
(若者が加わったぶん世界の齢が増すというわけだ)
ああ，はかないこの世を追わずにおられぬ人の子のはかなさよ，
日を経るほど袈え，年が改まるほど老いていくというのに!
2. 
ミューズのともがらなる若き羊飼いら，
広野でおちあって五月祭の主をあらたに選ぶ。
(ι年に二人選ばれる)その主はその年，
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また次の年と，田園のたのしみをつかさどる者となる。
若者らは座った，果樹園の塀のかたわら，
もの識りのカム川がひそやかにせせ合ぎ，
大いなる寺院の崩れの前をひくく流れるところ。
3. 
一座のなかから二人の気高い若者が選ばれた，
萌え出る若さはみずみずしく芽吹いたばかり。
歌も笛もたくみだが，かれらのしらべは今まで
静かな森が知るのみだった。
同じ泉から濁いた近しい血のはらから，
親しく結ぼれたこつの魂。
二人で一人とも見え，一人が二人に分かたれたとも見えた。
4. 
さて羊飼いの子らが声をそろえて
この二人を主としようと決めたところ，
若者の一人がさっそく声をかけた。
「サーシル」とかれは言った， ["きみはまだその秘めたる才を
皆に披露していないね，のびやかに
恋のため息をのせてみせる曲を。
「それともこのあわれなセルゴンスの思いちがいなのかな」
5. 
「とはいえ皆がそろって君を選んだのだからね，
じぷんたちの.とくに歌のわざのあるじとして。
選ばれたからには(皆の期待に応えるには)，
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心の中だけでなく， 口に出して，歌わなければ。
ュズ
さあ， きみのお寝坊さんな霊感の女神を起こして，
いつものとおり歌で返礼してやりたまえ，
こうおだてられて拒むようなきみではないだろう」
6. 
キューどッド いたずら
「心のままに歌いたまえ，恋の神の悪戯であろうと
いたずら
(愛おしい悪戯，徒な恋!) 
もっと哀切な気分なら，星々の嘆きであろうと。
始めたまえ，友よ， そしてたくみに続けたまえ」
「ああ(若者ははにかんで言う)，
ぎれごと
そんな浮かれた戯言は
高遁な精神と聖なる誓いの前にはひとたまりもない，
ぼくは之さらなる高みへの愛にのみ喜びを見いだすことにしたのだから」
7. 
新たなる愛をともせ，新たなる生から生まれた愛を。
愛によって生き，光によって愛する，
すべての愛をむすぷあの方への愛，
あの方の光にくらべれば太陽も漆黒の問。
日の光，心の愛，魂の唯一のいのち， それがあの方。
いのちも魂も愛も心も光も目も， すべてあの方のもの。
主はわが目， わが光，心，愛，潟，主はわが喜び，至福。
8. 
だがもしきみたちがぼくのったない笛の音に耳を貸してくれるなら，
(ったなく， おさなくヰよごしの聞くにたえない笛ではあるけれど)
たどたどしくとも歌ってみるから， どうか聴いてくれたまえ。
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歌い手のぼくが報われるか否か，それはきみたち次第だ。
ューズ
さあ，カム川のほとりに坐します霊感の女神fてちょ，
(貴女がたの優美な歌にそのせせらぎはよく似合う，
朗らかな節にふさわしい伴奏をつけてくれるだろう)
9. 
ったえたまえ，女神たちょ，われらが父祖の時代が
のちの世に奏すべく残したしらべを。
古代の賢人らがっくり残した詩想はあるか，
新たにくわえるべき詩行はあるか?
どんな輝かしい英雄が，たとえば偉大なアキレウスのような，
(われらの凍った意気にまばゆい光を投げかける)そんな英雄が，
気高い意欲をかきたて，おとろえた美徳をよみがえらせる?
10. 
イアソンを知らぬ者があろうか，大自然が分けへだてたものを
おのれの手で結んでしまったあの豪の男を?
島と島とをつなぎ，陸となした，
海上をも地上と同じく，大胆なわさで渡りあるいた。
白く逆立つ波を超え， じぷんを呑みこもうと
待ちかまえる幾多の苦難をものともせず。
死をこばみ，寄せつけなかった，薄板一枚へだてたのみで。
11. 
ホメロスが歌い，ウェルギリウスがさらにたくみに歌った
トロイ陥落の物語を知らぬ者があろうか?
アルカディアの羊飼いらの歌声を聞いたことのない者があろうか，
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いまはありがたいことにギリシア語でなく聞ける。
ゆるやかなミンチオ川のほとりに座り，こころゆくまで愉しみ，
かれらは佳い声でたぐいなくたくみに
いまや恋の歌をローマのことばで歌う。
12. 
た〈み つわもの
そしてきみ，オウィディウス，恋の匠であり強者であるきみよ，
恋を知る者らのあいだできみを知らぬ者があろうか，
せ
ユリシー ズ、の旅路を念、かすきみ，
はたまた，おのれの流舗の身を嘆くきみを。
セネカの悲劇を見たことのない者があろうか，
アトレウスのおぞましい饗宴が，メデアの憤怒が，
品格ある口調と足どりで演じられるのを?
13 
すなどり
近年ではあのイタリアの漁師詩人サンナザーロ，
岸辺に坐してふるえる詩行をたしかめる。
岩々や誇りたかき海の水に教える，
うるわしきネシスやメルギリネのために嘆けと。
薄い投網のほうは擢にからまったまま，
いたずらに波の上の太陽と風をとらえるも，
えものはすりぬけ，かなたへとただよう。
14. 
また，かのフランスの詩人パルタスは腐の目と翼をもって
天高く朔け，技をおぼえた，
天使の歌をつくり，うたう技，
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浅はかな精神には高くに過ぎ，深くに過ぎる歌だ。
幸いなる魂よ! その天上のしらべ，
われらが地上の作をあかあかと照らbたもう，
きみは天の園にいて，永遠の歌をうたう。
15. 
幸いなる知よ，花咲ける五月に
(ふさわしくも太陽の熱をいただL、て)
ひら
つぼみをほどき，みごとな花を披き，
ふくいくたる香りで大気を満たすそなたら!
このほまれある花々には，夏の灼熱も冬の氷雨も
手出しはできないし， しではならない。
いつか時が，そびえたつ塔をもむさぼりつくす日の来るまでは。
16. 
幸いなる世よ，かの銀の時代にあって!
ゆたかな樹々がいただきぞもたげ，
知恵の書からまなぽうと栄誉が膝を折り，
いやしい草どもは霜の下で枯れる。
天朔ける霊感の女神たちはさらなる高みをめざし，
美徳がのぼれば罪悪は低きにおしとどめられる。
この佳き時代，との佳き日々よ!
17. 
くろかね
だが，不幸にもわれらは黒鉄の世にあって
(苛酷な世にあって)題材にも報酬にも事欠いている。
わら
ウェルギリウスが歌おうと，その歌を人はE闘う，
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はがね
世の人の心は鉛，感性は鋼で閉ざされている。
哀歌の達人リノスよ，嘆くがいい，
当世のお偉方は聞く耳を持たぬのだ。
ろばに楽の音を聞かせてなんとする，女神にもヒーホーといななくばかりだ。
18. 
だが，へぼ詩人らがつぎはぎの歌を吐きちらし，
淫売宿の浮かれ節にあわせて声をはりあげ，
芸のない俗物が大衆のまんなかで‘
はきだめにむらがる夏蝿をはべらせれば，
げらげら笑い，にやにや笑い。似た者どうしとはよく言った。
せめて次のようなわざわいには当てはまらないように，
〈こっちが気に入らなければ，あっちにすればいL、〉。
19. 
スペンサー伯描くコリンを見よ，優美の女神たちと霊感の女神たち
皆にいつくしまれたかれの良く創られた歌は，
パルナッソスの極みを，栄光を抱き，
心ある者，われら歌びとのすべてをかき抱く。
だがかれの望みはくだかれ，願いはしりぞけられ，
ふみ
はばまれ，あざけられ，その文はそしられた。
あわれ，哀れな生を生き，あわれ，哀れな死をとげた。
20. 
そして偉大なハートも， (~、まや地の下に眠るかれだが， ) 
コリンよ，きみの哀しい境遇をあわれんでくれるだろう
きみは横たわる，授を流す者も葬る者もなく，
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祝福も感謝も，なんの式も誰からも受けなかった。
だがきみは生きる，きみの大敵が滅び，
塚の下に埋められ，美名が腐りはてた後も。
あのどす黒い名前など，時が漆黒のインクでかき消してくれる。
21. 
ああ，こんな不正は輝ける古典の精神に蹴散らさせるがいい，
いんべい
きみのなきがらを覆う鉛の中に隠蔽されたままではいけない，
書かれるべき詩のあるかぎり，読む目のあるかぎり，
きみのおとしめられた栄誉は声高く叫びつづけるがし、い。
あいつの鼻もちならない名の上にきみの詩行を書きなぐれ，
〈霊感の女神をさげすむような輩は
生にあっても死にあっても，詩人の名にふさわしからざるべし1>
2. 
それゆえにぼくはわが気弱な霊感をたびたびたしなめる，
そのはばたきでぼくの寒々しい胸の鼓動をかきたてる。
それでも春が来て優しい歌をふきこんでくれ，
嵐がおさまる時，ぼくはさえずり始める。
ょうやくっつましい炎が血管のすみずみにひろがり，
押し寄せる詩想に道をひらいてくれ，
ついには大波のように詩がぼくの中で鳴り響く。
23. 
こうしてきよきテムズ}JI，うねりゆくアイシス川の子が，
その王に貢ぎ物をささげる所，翼をひろげる流れは
上げ潮に出造って(~、まや両者の力は括抗)，
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どちらへ向かうべきかa悩んでいるようだ。
ょうやく大海となった水，それを統べる王は，
ひくくつぶやいて果敢な波をたしなめる，
母なる、湧き水に逃げもどって，隠れてしまうがいいと。
24. 
品一ズ
韻律うるわしき霊感の女神よ，なにゆえにうつむいて，
俗物どもの耳があなたをあざけるにまかせているのか?
やつらをのさばらせておくことはない，あなたが屈することもない。
天上の種は，泥や薮地に根をおろすことはないのだから。
フクロウだのカラスだのがだらりとたれた羽を
盗んだ羽毛でかぎりたて，一節がなってみせても，
なんたる恥さらし，上機嫌でホウホウ，カアカア言うだけだ。
25. 
天上にあって巣をつくる，それでいいではないか，
(はきだめでの喝来を勝ちとることなど考えずとも~，~、ではないか)
王の王たる方々がその胸にきみを抱き，
天の月械で編んだ黄金の冠をかぶせてくれれば，それでいいではないか。
王の王たる冠をいただくあの方々が(イスラエルの君主たちが〉
きみの甘やかな弦を鳴らしてくれれば，それで。
天の鳩は空の極みを飛ぶ時，天の翼を借りているのだ。
26. 
海もものかは，死をも地獄をもいとわず，新天地を探し，
手傷を見せびらかすなど，他のやっぱらにまかせておけばいい。
ご自分のだいじな息をの、や，静披を)阿呆めらに売りとばし，
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(見かけだおしの富を得て〉この世の者らにせっせと取り入り，
死者をないがしろにする，それもまかせておけばいL、。
真珠を溶いた酒を飲ませておけ，ふかふかの寝台で寝かせておけ，
羽毛の寝具は賛沢でも，やすらかな眠りをくれはしない。
27. 
やつらなど調子にのって飲みすごして浮腫になってしまうがいい。
銀食器のかがやきに固まれて食いあきてしまうがいい。
甘味が舌をしびれさせ，頭をしびれさせ，
ソースの旨味がにせの食欲をそそって腹を苦しめるがいい。
休息も健康弘心も生活も，魂も売り出し中，
いっぱいではちきれて，病みついて，ご愁傷さま。
死神がお待ちかね，お連れしましょう墓ばかりか，地獄まで。
28. 
だが，ああ! ケントの丘のふもと，メドウェイ川のほとり，
わがともがらの羊飼いたちのあいだでぼくは過ごしたL、
心おきなく浮かれさわぎ，笛も吹き， !まくにゆるされた
このゆるやかな年月のあゆみをたしかに味わいながら。
われらが祖国の偉大な皇帝が
歳の神ヤヌスを当分のあいだ黙らせてくれる，
ぼくらはここちよくくつろぎ，心おきなく休日をたのしもう。
29. 
ここで小さな一団の長であるぼくは
仔羊に餌をあたえ，その餌を変えてみたりする，
ぼくのすてきな相棒は，ぼくのつましいたくわえに気をくばり，
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かわいい羊たち奇心こめて世話してくれる，
その手つきとまなざしを見ればかれの人柄がわかる。
ぼくのもてなしょ健やかであれ，望みは天に，幸齢、は豊かに。
このようにぼくの凡J愚な心はわが茅屋に君臨する。
30. 
ブナの木がすずしい憩いの木陰をもたらすところ，
ぼくは腰をおろして，こだまなす木々に歌う。
ああ願わくは歌いつつ生私歌いつつ死にたいもの!
きよらかなテムズ，またしろがねのメドウェイのほとりで，
調死の白鳥がこめかみを歳月につらぬかれ，
最後の息と歌を楽の音にのせて吐きだし，
みずからの挽歌を歌って，7l<の棺に体をまかせてただよう，そのように。
31. 
となれば後ろ盾となる貴人を求める必要があろうか，
貴婦人のおめがねにかなうよう汲々とする必要があろうか，
その双降の光でこの身を照らし，
わが歌を俗な連中から守りたまえと頼む必、要があろうか?
このかぽそい歌がほめられようと，けなされようと，
気にかける必要がはたしてあろうか?
羊飼いの喜びは，万人の好みに添うものではない。
32. 
羊飼いの王たる方よ，天にあっては高みに坐し，
地にあっては低きに仕える貴い方，
いのちを死ぬことで，死を生かすことを教えたもうた方，
40 明治大学教養論集通巻519号 (2016・9)
われらが契りぞ違えた時，世のくびきに耐えたもうた方。
天にまします御身ながら，われらの地獄をあじわL、'
あがな
父なる神につかわされ，われらを痛うため，われらの手で売られ
た方。
われらの体に，墓に，心にまで，住まいされる方。
3. 
羊飼いの王たる方よ，おそれおおくも過日，
みずからこの貧しい胸に宿をおとりくださった方，
(貴賓をもてなすにはなんと貧しい宿だったか，
しかしお迎えしてなんと嬉しい宿だったか!) 
聖なる歌の技をあたえたもうは先にも後にも御身のみ，
わが手をみちびき，わがったなき詩をととのえたまえ。
思し召しのままにぼくは歌いはじめ，そして歌いおさめよう。
34. 
聞け，聞きたまえ，きみら気高い牧人よ，
ある島のことをぼくは歌おう，うるわしの島だ，
たまさかにしか現われず， しかもつねに眼前にある鳥，
ぼくら自身とひとしいほど近くにありながら忘れ去られている島。
遠ざかれば見つかり，探せば見失う，
異郷である故郷，見知らぬなつかしい岸辺。
皆におなじみでありながら，知られざる因。
?， 、 、? ?? ??っ?????????
???
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棋びへと向かう性は変わらない，
敵どもの怨恨，おびただしい怒りに囲まれ，
その荒波にいまも島はもまれる，
それでもなお試練をへて島は栄える，
冬枯れから春が萌えいで，失うことで豊かになる。
36. 
あわれ人の子ら，むだに知を誇り，海をっき進み，
菅心惨惜して別天地をさがしもとめる者，
新世界を旧に加え，安楽をかえりみず，
大地のはるかな限界をさらに押し広げる者!
老いた世界はいまや陰りを見せ，沈みつつあるといえども，
なおも最期の輝きを放っている，
生涯をかけて勝ち取ったものも，死の刻には失われる。
37. 
世界はなんと悲劇の舞台に似ていることだろう!
場面が変わるたびに役者も変わる，
こひeへつらう者もあれば，いばりちらす者もある，
新奇な筋書きが新奇な展開を見せる，
そして最後にはほぼ全員が死に絶え，生き残りにも出番はない。
だから今は笑いたわむれるもよし，嘆き悲しむもよし，
皆が衣装を脱ぎ，役者も舞台も消え去るまで。
38. 
けれどもかのよき島は，あまりに近くあって，
われらのかたわらから時も所もわかちがたく，
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われらがおのれ自身からはなれがたいのにも似る，
おのれ自身より尊いものがありながら。
こうして人はおのれとふるさととをなおざりにし，
むやみに汗しつつはるかな別世界をさがしもとめる，
おのれを見失い， もの得るごとにこころ貧しくなる。
39. 
かの偉大なる力，すべてを束ねたより大いなる方が，
(予告された刻のついに歪り.) 
それまで秘していた企図をあらわして
この飽食の大宴会にけりをつけたもうた時，
かの方は菅しまず，痛まず，病まず，
皆におのおのの持ち場につくよう諭した，
かれが諭せば皆したがい，かれの意のままに動いた。
40. 
まっさきに進み出たのは光，混沌をつらぬいて
ほがらかな輝きを広げれば，聞はただちに沈んだ，
突然のまばゆさに，生まれたての朝におびえて，
おのれのみにくい顔を地獄の底に突きこんだ。
光としては一瞥で世界会かたちづくる気など
なかったのだ，夜から朝をつくったまで。
かれ以外はすべて闇，かれこそ唯一，まことの光明。
41. 
火，水，土，大気，はげしく争っていたものどもが，
至高の手によってかたく結ぼれた，
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憎みあいが，永遠の友情に変えられた。
かくして大いなる知はかれらの慢心をやわらげた。
世界の完成をめざす意志と愛とは止むことがない，
平和への闘い，闘いのもたらす平和によって，
世界は死してこそ生き，おとろえてこそよみがえる。
42. 
すなわち，大地は冷たい腕で冷たい水を囲うが，
おのれの乾いた体を相手に濡らされることは拒む。
温かい大気と熱い火はともに抱きあおうとするが，
大気のしめりけは火の乾燥をきらってひるむ。
乾いたものどうし大地は火と組むが，熱いと冷たいで険悪の様子，
それでも水にずぶ濡れの大地はかっかとして大気に近つeく，
熱い大気は火と燃える。すべては転変し， もとのきゃにおさまる。
43. 
さて，初めの数週間がこのようにして過ぎ，
この世がうち建てられ，ゆたかにととのった時，
天の宮廷の倉となり，地の連隊の指揮となるよう，
かの方は島をつくった，それまでのしごとの肝とするべく，
不思議の技をもちいてっくりあげた，
書物の目次のように万物の様相を
告げ知らせるもの，全体の一部だが，それだけで全部であるもの。
4. 
三位一体なる方は思いをめぐらしつつ坐し，
新たに生まれた陵地から紅の土を手に取り，
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あるいは丸め，あるいは角をつけて，
いまだ生まれぬうちにさまざまに形をあたえ，
頼もしい副官とすべく，聡明なる知性をあたえた，
それにふさわしいと思われたのだ。
そして何にもましていつくしみ，祝福された。
45. 
それから島をおだやかな海のさなかに置かれた，
波にも，吹く風にも，悪さをなさぬよう諭された。
かれにふさわしい臣下もさずけた，
賢君たるかれが，あらゆる外敵を
また内々のいさかいをも防げるよう。
島のすがたはかの方に似て明るく輝き，
さながら小さな太陽，生ける光の子となった。
46. 
他の島とはちがって，かれはあたえられた，
活気，感性，理性，そして自由に動ける力を，
行こうと思う所へ行ける力安，
思考し得る範囲のものごとを知る力を。
時をへても変わらないが，老いるにつれて
平穏に還っていく，薄れつつ，消えはしない，
沈みながらもいや増し，衰退にあってなお富む。
47. 
かつてアポロンとアルテミスの揺り龍となった
夜を統べる聖なるデロス烏，
【翻訳】フィニアス・フレッチャー「紅の島j(第一歌) 45 
(悲しきレトがユノの怒りをのがれて
双子の神を産みおとした島〉
いまだ根づかず，海にただよう，
披ごとに，風ごとに揺すられて，
愛らしい双子のため，揺り揺られるままに。
48. 
賢者の目で見たまえ，狭い所に何巻もの書物を
集めてながめる，そんなまなざしで見たまえ。
そのように大いなる知は万物をまとめて
この小さな島の中につめこんだのだ。
初めは一つだったが， じきにこつにされた，
二つになった島は，やはり一心同体だった，
人なる鳥，紅の島と名づけられた。
49. 
太初のあけぼのは幸いなるかな，
何物をも知らず，知りたいと焦りもせず。
あるのはただ事ぴと愛，嘆きも恨みもなく，
産みの苦しみもなく，額に汗して耕すこともなL、。
大地は嬉しく王たる方に供物をささげ，
いまだ生まれぬ陶酔の神バッカスは
はちきれそうなぶどうの房の陰，人の飲むのはきょらかな泉のみ。
50. 
風たちのあいだにわけへだでもなL、。
冷たく吹きつける東風と柔らかな西風との違いもない。
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オリテュイアをかどわかした乱暴者の北風と
つねに嵐をふくむ南風との違いもなし、。
ゼフaロス
吹くのはただおだやかな西風のみf
さもなければ無風，容をなす風は吹かなL、。
ひとつの風がすべてで，すべての風はひとつ。
51. 
海も知られず(なんと幸福な無知!)， 
農々にも名はなく，北極農が変わらず歩むのみ，
牡牛座の光る角も，たまさかに見える魚座もしかり，
正義の女神アストライアもいまだ名と位置を変える前だった。
その公正な天秤は天上で試されたこともなく，
新たな瞳を探す者も，異郷の話をしてみせる者もなかった。
人は祖闘にあって生き，祖国にあって死を迎えた。
52. 
しかし，ああ! 幸福とは永続きしないもの，
嘆きが，つらい嘆きが，腰をおちつけてしまう，
震すぎて選びだすこともできないのだ。
さが
軽い性の喜びはゆるやかに空を舞い，
たまさかにしかあらわれず，すみやかに去る。
なんらかの神秘の力が他にも同じようにはたらき，
自の照る一日の後に，長い長い嘆きの夜が来た。
53. 
見るがいい，この栄えある島，幸福の囲いの中に
とどめおかれるをよしとせず，
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もとの大陸にあったもろもろに手を染めた，
悪を追い，不幸をさがしもとめた。
愚かな，感も不幸もおまえしだいであったものを，
わざわざさがさずとも，つねにわれらのかたわらにあるものを。
嘆きを知るは嘆かわしく，悪を知ればすで-に悪。
54. 
かの技滑な蛇は(そう，投滑でしかも悪意に満ち)，
この幸福の島の栄光をながめるに耐えず，
やすらぎの岸辺からうまうまと誘いだしたものだ，
おためごかしの嘘と，とりつくろった二枚舌で，
死の海に沈めた，どす黒い潮，恐怖の波が，
地獄の硫黄を底なしの聞に落としこむ海，
あまたの死と苦痛が呪われた魂をもてあそぶ場所。
5. 
ときに，ひとりの若い漁師がたまたま目にしたのは，
肥え太った大魚が小魚を追うすがた，
そこで彼は柳で編んだ述路をしかけ，
よさげな餌で大魚のさとい目をひきつける。
魚はひれをのばして囲いに入りこみ，
あっというまに民のとりことなった，
入るはたやすく，出るに難いこの迷路。
56. 
この恐るべき池には三つのしるし，
戻る道はなく，先へつづく出口もない，
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とらわれたものは死ぬことも生きることもできず，
沈みつづけるけれども底に達することもない。
硫黄の波に浮かぶのは地獄のありきまそのもの，
地獄の墓からどうして浮かぶことができょう，
死は終わりではない，死に終わりがないのだから。
57. 
烏はそのいとわしい淀みで永遠にただよっていただろう，
とりかえしのつかない過ちをはてしなく嘆きながら，
熱くたぎる硫黄とタールに身を焼かれながら。
もしも王たる方が(その方を鳥はおろかにも裏切ったのだったが)
いましめを解き，池からすくいあげてくださらなかったら。
どれほどの責め苦を耐えねばならなかったことだろう，
それほど島は堕ち，それほど救いがたかったのだ。
58. 
ああ，汲めど尽きせぬいのちの泉，愛のひろやかな流れよ，
(その深さ，その広さ，どんな海もかないはしない〉
その身をなげうっことで永壌の死から救ってくださった，
この島のわがまま勝手をやわらげてくださった。
その愛はつねにあり，とわに朽ちることなく，
日々が衰えようともただいや増しに力を増す。
われらの煩め歌にも，始まりもなく，終わりもなL、。
? ?
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深みにも果てしがない，ぼくはただつつましく
かほどの高みへの称賛をとの胸にいだくのみだ。
せめてぼくのもう一つの詩がこれより高く飛びおおせてほしい，
翼よ，疲れを知らずに飛ぶがいL、。
わが望みと撞れよ，はるかにとどけ。
60. 
それではぼくの試し語りもそろそろ終わりとしよう，
次はこの島がとりもどした王座のことを歌おう。
だが見るがいい，真昼の瞳がさんぜんと輝き，
りっぱな僕らのちっぽけさを教えてくれている，
この暑さにはかなわない，涼しい野に行こう，
腰を下ろし，角笛を草の上に置こう，
頭が熱くなった，あのおいしげったブナの木蔭で涼もう。
(みむら・あや 法学部准教授)
